
Title 活性汚泥の沈降性におよぼす水温の影響

Author(s) 寺町, 和宏; 高桑, 哲男

Description 第2回衛生工学シンポジウム（平成6年11月10日（木）-11日（金） 北海道大学学術交流会館） . 5 水処理
. P5-9

Citation 衛生工学シンポジウム論文集, 2, 221-224

Issue Date 1994-11-01

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/7616

Type departmental bulletin paper

File Information 2-5-9_p221-224.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



1.はじめに

都市下水処理場における括的管泥のパルキングは勧k温時に起こり易い，高温特に超こり易
い，あるいは季節の変わり自に起こり易いなどまちまちである。水盤と河時に辞tAr7.k'の水鴛
も脅附に異なるといわれている。そこで，説縛牲に関する問題の解決はまず，ェアレー

ションタンクの水型機哉条件と維持管理条件を明らかにし尺次に，7.k~轟と下水の質の影響を

それぞれ分けて考え，そして総合化することにあろう。従来活性汚泥の悦鰭牲に関して，@:防

具関坊式は有機動負荷〈政下で・はF〆M誌と記す〉が高い場合でも良好な説錦牲を保つが，完
全混合処理方式ではBOD-SS負夜例.1QJ:下の非常に低いF/l¥批であってもパルキンク守

カ溜こることが知られている。言緒の活哲持泥は高翠賓濃度下で大きい増殖速度を，後者では

低按費濃度下で小さい増殖速度を有すると考えられる。既報2)で、は特徴的な硫酸陸妨式におけ

る増殖をそれぞれ肪遡増殖および完全混合型増殖と呼んで考察した。多践活世話施法や都市

下水胞躍場の多くはそれらの閤にあり，活組持砲の増殖と郡地の関係純tjq温や下水の質に

よってどのような震建持受けるのかを調べることか宮壊になる。ここでは水温的:o"Cから15

℃へと低下する場合やlOOCから150Cへと土現する場合などの苑踏襲験を'r7.kの種類を変えて
行い，水温とバlレキング、の発生ならびにその嗣胸について考えてみた。

2.実験方法

人工下水はCOD基準でいす~もペプトン (P) 50%で

一定としこれに酢酸(恥塩;A)，グルコース (G)，溶性

でんぷん (S)をそれぞれ簿濃度混合し:九組成である。た

とえば AP下水は酌君臨0%とペプトン50%，GASP下

水はグルコース，敵機および溶性でんぷんがそれぞれ16.

7%，ベプトンが50%から成る。流入CODは200mg/ R.， 

下ァゆ権制15mi/分，汚沼遮送率は27土3%としたoQJ:下

で協調講師.5R. 3槽と5R. 1槽から成る処理方式を 3xO.

5十5のように離日し，またこれを単に方地5と呼A

5-9 
罰金汚泥の説鰐牲におよ!まわ院患の影響

3.実験結果と考察

まず" SP下水による処理実験結果を図-1に示す。方

式lゥrJ<混は20"Cとお。Cで、喜歌合した結黒 200Cは良好な沈

静性を保ったのに対し 250Cは激しいバルキングが起こっ

た。吉緒は138より150Cへと水温を下げて運転した杭沈

陣性の変化はみられず，出校的良好な説鮮牲を保った。 15

日からの250Cから200Cへと水温を下げた運転によって首鰐

性は改善しなかったが SPr7jくは働組側より勘k温側

でパルキング涜泡こり易いとみてよいだろう。次に， GA 
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SP下水による処理実験結果
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GASP下水による処理実験結果 (2)
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方式 0.5で良好な沈静性を保った

場合とバルキングが起こった場合
の比COD除去速度

GASP下水による処理実験結果(1)

SP下水による結果を図-2 に示す~，71<i温200C;方

式;0.25はSVIカ埠也40で蛮淀した。 18Bより，方
式;0.5水温150Cを運転したところ，すぐにバルキン

グカ溜こった。 24日より，方式;0.5を方式;0.25へ変

えて運転した結県説枠性は徐々に改善した。 49日

より，再ひ方式;0.5を逓伝した結黒先の場合と同

様にSVIはすぐに土:昇レfルキングカ溜こった。

水温150Cの場合，より距扮型に近峨援妨式である
方均1.25此鵠納良好な出峰性を保つが，方式;0.5

は非常にバルキングカ溜こり易いといえる。同じG

ASP下水による別の実験結果を図~3 に示す。方

均 1.5水温200Cは良好な繍牲を保った既報1)庄結

果とは異なり， SV 1カ埠切60で安定した。これに

対して~5BよりB輸した100Cは良好な説弾性を

保った。向方式は14日より水温を150Cへと上げて運

転した抗 SVIは約185で民議的良好な尚嘩性を
保った。これは同方式;0.5ですぐにバlしキングカ溜

こった前記の掲畿とは大きく異なる結果であったo関-4には河下水による水混150C方瑚5

でバルキングカ温こった場合と良好な湖嘩性を保っfこつの場合のタンク第l槽のMLVSS

と比COD除去速度の関係を示した。比COD除去速度は明らかに説緯留が良好な場合は大き

く，パルキングカ泡こった場合』折、さい。このような比COD除去速度の大きな差は両活世持

泥における増殖様式の差すなわち恒扮裂増殖と完全混合型増殖の違いとして説明することがで

きる。すなわち活性汚泥カ涼完全な恒助型増殖にある場合防k温の低下によってパlレキング、を
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引き起こし易く， lOoCの勧jぐ轟の場合のよう

に十分な四分型甑査にある状態坊、ら水温が上

昇する場合はバルキングカ泡こり難いと考え

ることができる。 200Cのほうは14日より，下

水の種類を変えGAPr7Jくで遺伝しfこ結巣
誤解性は速やかに改善した。溶性でんぷんを

含む下水はパルキングカ溜こり易いといえる。

次に， AP下水について，方期.5で実験を
B融合し続いて方式lおよひ方式2で漣転し
た結果を図-5に示した。 200Cの結果をみる

と，低F/M尚喜F/M比いずれm場合も比

較的良好な沈緯性を保った。方式2の場合，

SVI倣切50まで土:昇した杭このときの

活世持71Eに糸状控掘醸はほとんど暫擦されな

かった。それらの活哲持溶か百扮型増殖にあ

ることは既報2)で建べたとおりであり， AP 
下水ti'{ルキングカザ階に起こり難い下'7l<で

あるといえる。 150CとlOoC比内生代謝不足

のパルキング、3)を防ぐためにやや低F/M比で造転

した対いずれも良好な抱嘩性を保った。また， S 

VIの値は勧k温のほうがやや小さかった。これら

のAP下水の絶果は説持性にお却対働組と下
水の種類の影響に関し，高i7J<j温側で良好な淵埠性を

保つ下水は勧k酬。でも同様に良好な沈降性を保ち

在TJ<j温の影響はほとんど無いと考えてよいことを意

味している。さらに，水温の影響に関する実験とし

て，単一基質による人工科kとしてGr7l<(グルコ
ース100%)を用いた場合の結果を図-6に示したo

7J<j温200G方式1で5融合した輿盟露思挨は 6日よりそ
の余剰防犯を用い，同じ方式lゥk温がそれぞれ2

0"C，15 oCおよびlOoCの3つの雌思議換を問時に開

始した。図の結果をみると， 200Cぽすぐにパルキン

グが起こり， 150Cはこれにやや遅れてノてルキングが

起こった。一方lO
oCは最初良好な淵嘩性を保ち，

その後SVIは一七界したがiその変化は150Cや200C

の場合にくらべてかなり緩やかであった。これらの

結果的，パルキングは勧蝿よりむしろ帝焔で

起こり易く，勧k温は謹接パルキングの原閣にはな
らないことカ事擦できる。lO

oCは17日より方式;0.5

に変えて運転したま諺見 SV 1 tj徐々 に低下し、説瀞

30 

30 

30 

2000 

200 

25 

25 

民

d

h

u近
話
¥'L

600 

400 一〉∞

(
同
¥
同
闘
〉
∞
∞

J
2

AP下水による処理実験結果

25 20 
上一一一一---l

10 15 
述転尽数(日)

5 。

J
n
u
 

l「
ilILI--L

円

4

4

z

i

n

U

図-5

。
∞
刃

包

o

a

4
e

，A
4

E

E

A

 

〈

同

¥

同

国

〉

∞

∞

J
E

近
.
2
¥』

O 

25 20 

:4xO.5十4

l
F
D
臼

才
i

(

一

数

一

口

M

L
n
u
 
ー
転迩

i
F
D
 

水温("C)

-20 
() 15 
010 

2Xl十4

800 

600 

400 

円
〉
的

25 20 

G下水による処理実験結果

5 10 15 

運転日数(日〉

O 

図-6

200 

O 

-223-



①AP下水，方式0.25など
間分型増殖が十分なとき

@不十分な回分裂増殖
にあるとき

@S  P下水，
G下水の場合

唾

③/  

:、

一令

① 

XI02 

加 5e3ハ9
4 

3 

同
一
〉
∞

話伊3

州
開
制
明
M
相
経
凸

O
υ
4
4

2 

(高〉

水損とSVIの関係

ヱ1<混〈低)

園-8

添字;COD(Iilg/ i) 

o. 6 O. 8 1. 0 1. 2 
図-7 臨LVS S (g/i) 
水温10"C方式 1と方式 0.5における
タンク第1糟のMLVSSと比COD
除去速度の関係

1 

。

性は改善した。図-7には方式1で加聖断濃化した場合と方式:0.5で沈降齢t改善した場合

のタンク第1槽のMLVSSと比COD除去速度の関係を示した。方掬1.5の比COD除去速

度は方式lの2倍となっており，説鷲触は高比COD除去速度によって改善したことがわかる。

また，間関の各プロットの添字で示したタンク内COD濃度と比COD除去速度の関係をみる

と，方式1ではタンク内COD濃度か高い程比COD除去速度カヤj、さいという常識とはやや異

なる傾向にある。これは先に述べた活鵠持泥の増殖様式の違いから錨丹できる。すなわち，

方式1の活世招泥は高基質濃度下で高い比COD除去速度を有せず，出制例法い比COD除

去速度を有する完全混合型増殖にあると考えることができる。これら二つの増殖様式の閣には

かなり大きな障盤槻液すると考えるならば同じ興援訪式・娘膝件であっても容易にバル

キンク沼海こる場合と良野な訪瀞牲を保つ場合があること，まf北部経肋ト底割むするとなか

なか改善しないという現象の説明か事湯となる。

ιおわりに
本実験結果ならびに践報の結果を合わせ考えると，水温と掬嘩性の関係に関し，図-8のよ

うに三つのバターンを考えることができるoCI活性汚砲が十分な距防接増殖にある場合t 高
水湿担休温い持ゆ場合も良好な湖略性を保つ。@活性汚泥が不十分な匝扮型場直にある場合

で，高t7N溢で容易にパルキングか程こる。③SP下水やG下水の場合で，水温が高けれは高い
程パルキンク百泡こり易い。また，娘訪式として方式lすなわちタンク l槽のHRTがおよ

そ1h程度から成る多段型エアレーションタンクを有する下水処居場を想定した場合，水温が

中間的であり，水量カ移くかっ下ヌj娘度が雌鞠拘高1 い春季およひ秋駒こパlレキングか起こり易

いこと州司愛される。一方，パルキングの改善は方拠おの前段タンクの改造もしくは十分な

低F/M誌による距扮型増殖への移行わによって達成されると考えられる。なお改善できない

場合は無磁縫セレクタ一方式1)カ消効であろう。
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